
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 ４月３０日 

教育指導幹 山下 勇 

しみず「教育の四季」地域学校協働本部へ改名してスタート 

 国が提唱する「地域学校協働本部」と同様の活動を実施している実態から、しみず「教育の四季」

推進協議会から、しみず「教育の四季」地域学校協働本部と改名し、令和３年度がスタートしました。 

 会議では、①改名・改編の提案と承認 ②「清水町の教育」の説明 ③昨年度の事業報告と今年度

の事業計画の説明 ④幼稚園や小・中学校の今年度の経営の重点の説明 ⑤熟議～テーマ『清水町の

子どもたちの「強み」と「弱み」について』を行いました。積極的に熟議に参加いただきました役員

の皆様に感謝いたします。 

 清水幼稚園長、清水小学校長、御影小学校長、清水中学校長、御

影中学校長が、本年度の経営方針について説明しました。 

 

 全員参加による熟

議が行われました。 

 

 清水の子どもたちの「強み」と「弱み」について、保護者の視点から、地域住民の視点から、教員の

視点から、たくさんの意見が出されました。清水の子どもの育ちの一端を交流し、理解することができ

ました。 

 

出
さ
れ
る
意
見
に
頷
き
が
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三澤教育長の挨拶 森会長の挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しみず「教育の四季」地域学校協働本部会議と連携・協力している清水・御影コミュニテ

ィ・スクール（ＣＳ）委員会の会議を、本部会議と同日開催しました。清水ＣＳ委員会〈委員

長 森 智教さん、副委員長 宮城 金次さん〉、御影ＣＳ委員会〈委員長 田代 守さん、

副委員長 田中 昌樹さん〉では、①小・中学校の今年度の経営の承認 ②熟議～○清水町

の子どもたちの「強み」と「弱み」についての交流 ○テーマ『今年度のしみず「教育の四

季」取組の重点について』 ③清水・御影ＣＳ委員会の交流～話し合われた内容についての

紹介を行い、両委員会の共通理解と交流を図りました。 

 熟議や交流の時間を十分に確保することができなかったことが、課題として残りました。

今後も、熟議のテーマや熟議の進め方の工夫していきたいと思います。 

 

清水ＣＳ委員会の様子～３グループに分かれて熟議を行いました。 

 

清水ＣＳ委員会と御

影ＣＳ委員会で熟議

した内容を交流し合

いました。 

森 智教委員長と田代 守委員

長に、三澤吏佐子教育長から、任命

状が手渡されました。 

 

 

御影ＣＳ委員会の様子～２グループに分かれて熟議を行いました。 

 


